
 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 
 

http://www.duma.co.jp 

DuMA ニュースレター                                  2019 年 7 月 15 日 

九州北部（警固断層）で地震活動が少し活発化しています 

 警固断層は２００５年３月に福岡県西方沖地震（マグニチュード７．０）を発生させた活断層です。この

地震では、震源に近かった福岡県西区の玄界島で住宅の半数あまりが全壊する被害が発生しました。 

 

政府・地震調査本部の報告の図に加筆 

 

 この地震は警固断層の北西部分が破壊したものと考えられています。従いまして地震学的には、福岡

市街地部分の警固断層は、まだ破壊しておらず、今後大きな地震発生の可能性が最も高い活断層の

一つと考えられています。 

 さらに九州北部には、次の図の⑤の警固断層だけでなく、①の小倉東断層、②の福智山断層帯、③

の西山断層帯、④の宇美断層といった活断層が確認されており、地震発生の頻度分布の解析（グーテ

ンベルク・リヒターのｂ値解析といいます）からもこれらの断層では、すでに大地震発生の条件が整って

いる可能性の高い結果が出ています。 
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政府・地震調査本部の報告による九州地方の活断層 

https://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/regional_evaluation/kyushu-detail/ 

 

 次の図は、2018 年１月から２０１９年７月１１日までの九州北部の地震活動です。 
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 図中の□で囲った地域が警固断層の位置となります。線状に地震が発生している事が確認できます。

この線状の地震活動は２００５年の福岡県西方沖地震の余震活動です。 

 ただ、この 2019 年 6 月下旬から、少しこの地域の地震活動が活発化している事がわかりました。 

 

もちろん地震活動の活発化がすぐに大地震に繋がる事は少ないのですが、もともと、地震発生の可能

性が高くなっているとこれまで再三にわたりニュースレターで報告させて頂いている九州北部地域での

活動です。皆様も九州北部へご旅行される場合には、「格式の高い」ホテルももちろん結構ですが、ぜ

ひ「新しい」ホテル（＝新耐震基準満たしている）にご宿泊されますようお願い申し上げます。次週のニュ

ースレターでは、九州北部の地震活動について詳しく解析結果を報告させて頂きます。 

 

東北地方海域の地下天気図® 

 ６月３日のニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域で発生するマグニチュード７クラスの地震

に特化した解析です。次に示します地下天気図は７月１１日時点の M タイプ（左側）と L タイプ（右側）

です。 

図中の茶色の点は 2011 年夏以降の解析に使用したすべての地震の発生位置です（震央）。６月３日

の段階から、少し状況が変化している事がわかりました。最も目立つのは M タイプにおける岩手県すぐ

沖の地震活動静穏化です。ただし L タイプではまだ顕著な異常とはなっていません。 

 地下天気図の特徴として、M タイプのアルゴリズムは地震活動静穏化の抽出能力には優れるのです

が、狼少年となる可能性も存在します。それに対し、L タイプのアルゴリズムは狼少年になる可能性は小

さいものの、静穏化を見逃す可能性は M タイプより大きいという特徴があります。 
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 したがいまして M タイプ、L タイプ同時に異常が抽出された場合には DuMA では最も重要な静穏化と

考えております。 

 

 

 DuMA では東北沖につきましては、岩手県海岸すぐ沖の静穏化の推移に注目していきたいと思いま

す。 

 

 


